
病　名 初　期　症　状 感染しやすい期間 登園の目安

麻　疹

（はしか）

高熱、特有の発疹、くしゃ

み

発症 1日前から発疹

後 4日後まで
解熱した後３日経過するまで

風　疹

（三日ばしか）
ばら紅色の発疹

発疹前 7日～後 7日

間

発疹が消失するまで

水　痘

（水ぼうそう）

紅班、丘疹、水泡

膿水泡、痂皮（かさぶた） 

発疹 1～2 日まえか

ら痂皮形成まで

すべての発疹がかさぶたに

なるまで

流行性耳下腺炎

（おたふくかぜ）
発熱、耳の下がはれる

発症 3日前～耳下腺

腫張後 4日

耳下腺の腫れが出現後 5日

を経過し、かつ全身症状が良

好になるまで

インフルエンザ
急な発熱、頭痛、咽頭痛、

嘔吐、気道炎症状

発症前 24時間～発

症後 3日程度

発症翌日から 5日を経過し、

かつ解熱して 72時間経過し

全身状態が良好なとき

百 日 咳 独特な咳
咳出現後 3週間を経

過するまで

特有の咳が消失するまで、または

5日間の抗菌性物質製剤による治

療が終了するまで

咽頭結膜熱

（プール熱）
発熱、咽頭炎、結膜炎

すべての症状が消失

してから２日間

主要症状が消えて２日経過

するまで

ヘルパンギーナ
発熱、口腔内水疱 急性期の数日間

下痢、嘔吐の症状が消失し医

師が登園を許可したとき

感染性胃腸炎

ﾉﾛ､ﾛﾀ､ｱﾃﾞﾉｳｨﾙｽ
発熱、腹痛、下痢

症状のある期間と症

状消失後 1週間

下痢、嘔吐の症状が消失し普

段の食事がとれること

溶連菌感染症
発熱、咽頭炎、扁桃腺炎、

苺舌、全身に発疹
２～４日

有効治療を始めてから２～３
日たって

RSウイルス 咳 呼吸器症状のある間
重篤な呼吸器症状が消失し、

全身状態がよいこと

手足口病
水疱性の発疹が口、手、足

に現れる、
発症前 3～6日

発熱がなく(解熱後 1日以上

経過し)、普段の食事ができ

ること

帯状疱疹

小水疱が神経の支配領域

にそった形で片側性に現

れる。

不定
すべての発疹がかさぶたに

なるまで

２０１２年改訂版保育所における感染症対策ガイドラインより抜粋

【感染症の登園基準】　　　　　　　　 主治医の診断を受けてから登園してください。
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